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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、挿入部とを有する内視鏡において、
　前記操作部と前記挿入部との着脱が可能であり、前記操作部と前記挿入部との間で無接
点にて信号を送受信する送受信手段と、
　前記挿入部に設けられ、先端部に設けられた撮像素子に適合した駆動制御手段と、
　前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手段からの信号に
基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記挿入部の基端部は、前記挿入部内の複数の管路及び前記駆動制御手段と接続可能な
接続部を有し、この接続部にチューブユニットを着脱自在に設けたことを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記チューブユニットは電力源からの電力信号を前記挿入部の前記駆動制御手段に供給
し、前記駆動制御手段は供給された前記電力信号を前記送受信手段によって前記操作部の
前記制御手段に送信して供給することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記操作部は、この操作部との着脱が可能な電力源のバッテリユニットを有し、このバ
ッテリユニットは、前記操作部と前記バッテリユニットの間で無接点にて電力信号を送信
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する送信手段によって前記電力信号を前記操作部の制御手段に供給し、前記制御手段は供
給された電力信号を前記送受信手段によって前記挿入部の前記駆動制御手段に送信して供
給することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡。
【請求項５】
　操作部と、挿入部と、前記挿入部を前記操作部に接続するための接続アダプタを有する
内視鏡において、
　前記操作部と前記接続アダプタとの着脱が可能であり、前記操作部と前記接続アダプタ
との間で無接点にて信号を送受信する送受信手段と、
　前記接続アダプタに設けられ、内部に設けられた撮像素子に適合した駆動制御手段と、
　前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手段からの信号に
基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【請求項６】
　前記操作部は、この操作部との着脱が可能な電力源のバッテリユニットを有し、このバ
ッテリユニットは、前記操作部と前記バッテリユニットの間で無接点にて電力信号を送信
する送信手段によって前記電力信号を前記操作部の制御手段に供給し、前記制御手段は供
給された電力信号を前記送受信手段によって前記接続アダプタの前記駆動制御手段に送信
して供給することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内などに挿入され、内視鏡検査等を行う内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡装置は医療分野等において広く用いられている。特に、医療分野にお
ける内視鏡装置は、術者が被検体である生体内の検査、観察等の処置を行うという用途に
おいて主に用いられている。　
　生体内の検査、観察等の処置を行うために用いられる内視鏡としては、例えば、特開２
０００－１５７４８６号公報によって開示されている内視鏡がある。この提案による内視
鏡は、主に、挿入部と、操作部とからなり、それぞれが一体に構成されている。
【０００３】
　このような内視鏡は、患者に対して最適な検査が行えるように、挿入部の形状や仕様、
例えば挿入部の硬さや径、鉗子チャンネル数や撮像素子の解像度などが異なった複数の種
類のものがある。このため、術者は、検査毎に前記複数の種類の内視鏡から、検査する患
者に対して最適な仕様の挿入部を有する内視鏡を選択して用いるようにしている。　
【特許文献１】特開２０００－１５７４８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前記特開２０００－１５７４８６号公報の従来例では、操作部と挿入部
が一体に構成されているため、所望の仕様の挿入部を有する内視鏡を全て揃えておく必要
があり、このため、設備の量や管理の煩雑さが増大してしまい、その結果、検査コストに
影響を及ぼしてしまうといった問題点があった。
【０００５】
　本発明は、前記問題点に鑑みてなされたものであり、挿入部と操作部とを着脱自在にし
て挿入部を交換可能とすることで、操作部の共通化を図り検査コストを低減することがで
きる内視鏡を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明における内視鏡は、操作部と、挿入部とを有する内視鏡において、前記操作部と
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前記挿入部との着脱が可能であり、前記操作部と前記挿入部との間で無接点にて信号を送
受信する送受信手段と、前記挿入部に設けられ、先端部に設けられた撮像素子に適合した
駆動制御手段と、前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手
段からの信号に基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、を具備したことを特徴と
するもの。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の内視鏡は、挿入部と操作部とを着脱自在にして挿入部を交換可能とすることで
、操作部の共通化を図り検査コストを低減することができるといった利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【実施例１】
【０００９】
　図１乃至図１０は本発明の第１実施例に係り、図１は第１実施例に係る内視鏡の構成を
示す構成図、図２（Ａ）は図１に示す操作部の断面図、図２（Ｂ）は図２（Ａ）の操作部
の接続側の側面図、図３（Ａ）は図１に示す挿入部の断面図、図３（Ｂ）は図３（Ａ）の
接続側の側面図、図４は図１の内視鏡全体の電気的な構成を示すブロック図、図５は図４
の挿入部に設けられた撮像ユニットの内部構成を示すブロック図、図６は図４の挿入部に
設けられた照明ユニットの内部構成を示すブロック図、図７は図４の挿入部に設けられた
センシングユニットの内部構成を示すブロック図、図８は図４の挿入部に設けられたモー
ション制御ユニットの内部構成を示すブロック図、図９は図４の挿入部に設けられた電源
発生部の内部構成を示すブロック図、図１０は第１実施例に係る内視鏡の第１変形例を説
明するための構成図である。
【００１０】
　図１に示すように、本実施例の内視鏡１は、操作部２と、挿入部３と、チューブユニッ
ト４からなる。前記操作部２は下部にコネクタ部２Ａを有し、このコネクタ部２Ａには、
図２（Ａ）に示すようにボールプランジャー２ａが前記コネクタ部２Ａの内周面上に設け
られている。　
　また、前記挿入部３の外周面には、図３（Ａ）に示すように周溝３ａが設けられている
。前記ボールプランジャー２ａと前記周溝３ａとは、互いが互いに対して勘合できる構造
となっている。したがって、この構造により、前記操作部２と前記挿入部３とは着脱自在
且つ回動自在な構成となっている。
【００１１】
　前記挿入部３のコネクタ部３Ｂには、前記チューブユニット４のコネクタ部４Ａが着脱
自在に接続されている。このチューブユニット４の内部には、駆動用電源を挿入部３及び
操作部２に供給するための電源線５ｃと、撮像素子制御信号や駆動系制御信号等の信号の
伝送を行う信号線５ｄと、送気、送水等の各種管路５ｅとが設けられている。　
　また、前記チューブユニット４の先端部にはスコープコネクタ５が設けられ、このスコ
ープコネクタ５には、前記電源線５ａと電気的に接続された電源用端子５ａと前記信号線
５ｄに電気的に接続された信号用端子５ｂとが設けられている。　
　前記スコープコネクタ５は、図示しない光源装置に接続されるようになっている。図示
しない光源装置は、接続された前記スコープコネクタ５の前記電源用端子５ａを介して駆
動用電源を供給するとともに、前記信号用端子５ｂを介して撮像素子制御信号や駆動系制
御信号等の信号の送受を行うようになっている。
【００１２】
　前記操作部２は本体部２Ｂを有し、この本体部２Ｂの一部には突出してなるフックを備
えた把持部２Ｃが設けられている。また、前記本体部２Ｂの前記把持部２Ｃ近傍の外表面
上には、トラックボール６と、スコープスイッチ類７とが設けられている。　
　前記トラックボール６は、球状に形成され、術者により回動もしくは押圧されることに
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より、設定変更等の各種操作等を行うことができるようになっている。前記スコープスイ
ッチ類７は、例えば第１スコープスイッチ７ａ、第２スコープスイッチ７ｂ、第３スコー
プスイッチ７ｃとを有している。これら第１～第３スコープスイッチ７ａ～７ｃは、術者
により押圧等が行われることにより、送気、送水等の各種操作を行うことができるように
なっている。
【００１３】
　また、前記操作部２は、図１及び図２（Ａ）に示すように、制御回路８と、送受信・制
御回路９（９Ａ、９Ｂ）と、周波数変調／電源発生部１０と、送受信アンテナ１１と、送
受信コイル１２（１２ａ～１２ｃ）と、センサ６ａ、６ｂとを内部に有している。
【００１４】
　前記挿入部３は、図１に示すように、先端部側から順に湾曲部１８、可撓管部１９を有
している。　
　また、前記挿入部３は、図１及び図３（Ａ）に示すように、複数の管路を有する各種管
路３ｂと、送受信コイル１３（１３ａ～１３ｃ）と、送受信・制御回路１４（１４Ａ、１
４Ｂ）と、各種信号線１４ａ～１４ｃと、周波数変調／電源発生部１５と、送受信コイル
１６ａ、１７ａと、アングル用部材１８Ａと、撮像素子２０と、照明素子２１と、漏水検
知口金２０とを内部に有している。
【００１５】
　なお、前記撮像素子２０は、例えば電荷撮像素子であるＣＣＤやＣＭＯＳ（Complement
ary Metal Oxide Semiconductor）を用いている。また、前記照明素子２１は、例えばＬ
ＥＤ等を用いている。　
　前記各種管路３ｂは、挿入部３にチューブユニット４が接続された際に、前記チューブ
ユニット４の内部に設けられた各種管路５ｅと接続部３Ｃを介して連通する構造となって
おり、この構造により、被検体内部に対して送気、送水等を行うことができるようになっ
ている。
【００１６】
　前記操作部２において、前記制御回路８は、図２（Ａ）に示すように、前記トラックボ
ール６に接続されているセンサ６ａ、６ｂと、スコープスイッチ類７とから、術者が行っ
た操作の内容を信号として受信し、この信号の状態に基づき、各部に所定の制御信号を送
信する。この制御回路８は、前記送受信アンテナ１１と接続されており、この送受信アン
テナ１１を介して、この内視鏡１の各種制御を行う内視鏡システム制御装置（図示せず）
に対し、所定の制御信号の送受信を行う。
【００１７】
　また、前記制御回路８は、送受信・制御回路９（９Ａ、９Ｂ）に接続されている。前記
制御回路８は、操作部２に挿入部３が接続された際に、前記送受信・制御回路９（９Ａ、
９Ｂ）を介し、所定の制御信号を前記送受信コイル１２に供給して、挿入部３に設けられ
た送受信コイル１３に対して送信する。　
　また、前記制御回路８は、操作部２に挿入部３が接続された際に、前記挿入部３に設け
られた送受信コイル１３から送信される、後述する電力信号、状態信号、撮像信号（画像
信号）及び制御信号を含む合成信号を、送受信コイル１２、送受信・制御回路９（９Ａ、
９Ｂ）を介して受信する。
【００１８】
　そして、前記制御回路８は、受信した前記合成信号を周波数変調／電源発生部１０に供
給する。この周波数変調／電源発生部１０は、前記合成信号から周波数分離処理してもと
の電力信号、状態信号、撮像信号及び制御信号を得、電力信号を後述する電源発生部４０
に供給する。また、前記制御回路８は、状態信号を後述する状態信号復調部３９に供給し
、前記撮像信号及び制御信号を後述する無線データ通信部４３に供給する。この無線デー
タ通信部４３は、前記送受信アンテナ１１を介して図示しない内視鏡システム制御装置に
対して前記撮像信号及び前記制御信号の送信を行う。
【００１９】
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　前記送受信コイル１２は、図２（Ｂ）に示すように、３つの送受信コイル１２ａ～１２
ｃを有し、且つ断面形状が円形に構成されているため、操作部２に挿入部３が接続された
際に、磁気誘導により、同様の構成を有する送受信コイル１３（１３ａ～１３ｃ）（図３
（Ｂ）参照）と、無接点にて各種信号の送受信ができるようになっている。この各種信号
の伝送周波数は、混信し難くするためにそれぞれ異なるようにしておいても良い。
【００２０】
　なお、本実施例では、前記３つの送受信コイル１２ａ～１２ｃ及び３つの送受信コイル
１３ａ～１３ｃの内、例えば前記送受信コイル１２ａ、１３ａについては制御信号等の信
号伝送に割り当てている。また、回転軸近傍であるため信号伝送に影響が少ない前記送受
信コイル１２ｃ、１３ｃについては撮像信号等の信号伝送に割り当て、前記送受信コイル
１２Ｂ、１３Ｂについては、電力信号や状態信号を含む合成信号の信号伝送に割り当てて
いる。勿論、これに限定されることなく、適宜変更して設定しても良い。
【００２１】
　また、後述するチューブユニット４に設けられた送受信コイル１６ｂ、１７ｂも、前記
操作部２に設けられた送受信コイル１２と同様に断面形状が円形に構成されているため、
挿入部３にチューブユニット４が接続された際に、磁気誘導により、挿入部３に設けられ
た送受信コイル１６ａ、１７ａと、無接点にて後述する電力信号などの各種信号の送受信
ができるようになっている。
【００２２】
　本実施例では、操作部２及び挿入部３に設けられた各部の駆動に必要な電力は、前記チ
ューブユニット４が前記挿入部３に接続されることにより、前記挿入部３及び前記操作部
２に供給されるようになっている。　
　すなわち、図示しない光源装置からの電力（電力信号）は、スコープコネクタ５の電源
用端子５ａ、チューブユニット４の電源線５ｃを介して前記送受信コイル１６ｂに供給さ
れる。この送受信コイル１６ｂは、磁気誘導により、電力信号を前記挿入部３の送受信コ
イル１６ａに無接点に送信する。この送受信コイル１６ａは、前記電力信号を、磁気誘導
により、無接点にして受信するようになっている。
【００２３】
　前記挿入部３において、前記周波数変調／電源発生部１５は、送受信コイル１６ａに接
続されている。前記周波数変調／電源発生部１５は、挿入部３にチューブユニット４が接
続された際に、前記送受信コイル１６ａを介して前記電力信号を受信し、受信した電力信
号を後述する電源発生部２４に供給する。また、前記周波数変調／電源発生部１５は、前
記電力信号を周波数変調して前記送受信・制御回路１４Ａに供給する。
【００２４】
　前記送受信／制御回路１４Ａは、前記周波数変調された電力信号を操作部２に送信する
、状態信号、撮像信号及び制御信号に合成して合成信号を得、この合成信号を前記送受信
コイル１３（１３ａ～１３ｃ）を介して、操作部２の送受信コイル１２（１２ａ～１２ｃ
）に送信する。また、送受信／前記制御回路１４Ａは、挿入部３に操作部２が接続された
際に、前記操作部２の送受信コイル１２（１２ａ～１２ｃ）から送信される、制御信号等
の所定信号を、送受信コイル１３（１３ａ～１３ｃ）を介して受信し、各部に対する所定
の駆動信号を、アングル用部材１８Ａ、撮像素子２０及び照明素子２１等に供給する。
【００２５】
　また、前記送受信・制御回路１４Ｂは、前記送受信コイル１７ａに接続されている。前
記送受信・制御回路１４Ｂは、挿入部３にチューブユニット４が接続された際に前記周波
数変調／電源発生部１５からの撮像信号を前記受信コイル１７ａに供給して、チューブユ
ニット４の送受信コイル１７ｂに対して送信する。
【００２６】
　前記漏水検知用口金２２は、各種管路３ｂの近傍に設けられており、各種管路３ｂいず
れかにおいて漏水が発生したことを検知できる構造を有している。
【００２７】
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　次に、本実施例の内視鏡１の操作部２、挿入部３及びチューブユニット４の内部構造に
ついて、図４を参照しながら説明する。
【００２８】
　まず、前記操作部２の内部構成について説明する。　
　図４に示すように、前記操作部２の内部に設けられた制御回路８は、トラックボール変
移検出部３５と、スイッチ状態変化検出部３６と、状態管理部３７と、状態保持メモリ４
１と、無線データ通信部４３とを有している。
【００２９】
　前記トラックボール変移検出部３５は、内部にセンサ６ａ、６ｂを有し、このセンサ６
ａ、６ｂを介してトラックボール６が術者により回動されたことを検知した後、状態管理
部３７に対し、検知内容を所定の信号として供給する。
【００３０】
　前記スイッチ状態変化検出部３６は、トラックボール６が術者により押圧されたこと及
びスコープスイッチ７が押圧等されたことを検知した後、前記状態管理部３７に対し、検
知内容を所定の信号として供給する。
【００３１】
　前記状態保持メモリ４１は、例えば、不揮発性であって且つ書き換えが可能な記録手段
として構成され、内視鏡１の機種情報、個体別情報等が記録されている。
【００３２】
　前記状態管理部３７は、図示しないＣＰＵ（中央演算装置）等を有し、前記操作部２及
び前記挿入部３の各部の制御等を行う。　
　前記状態管理部３７は、前記トラックボール変移検出部３５及び前記スイッチ状態変化
検出部３６から送信された所定の信号の状態に基づき、無線データ通信部４３および制御
信号周波数変調部４２に対し、所定の制御等を行うための信号を供給する。　
　また、前記状態管理部３７は、撮像素子２０を有する撮像ユニット３１が撮影した被検
体内部の撮像信号を、周波数分離部３８、状態信号復調部３９とを介して受信する。　
　さらに、前記状態管理部３７は、前記挿入部３に設けられた、センシングユニット３３
及びモーション制御ユニット３４の状態を、状態信号として受信する。そして、前記状態
管理部３７は、この信号の状態と、状態保持メモリ４１に格納された情報の内容とに基づ
き、無線データ通信部４３及び制御信号周波数変調部４２に対し、所定の制御等を行うた
めの信号を送信する。また、無線データ通信部４３は、前記状態管理部３７から受信した
所定の制御信号を、アンテナ１１に対して送信する。
【００３３】
　前記周波数変調／電源発生部１０を構成する周波数分離部３８は、前記送受信コイル１
２により受信した合成信号から周波数分離処理してもとの電力信号、状態信号、撮像信号
及び制御信号を得、電力信号を電源発生部４０に供給し、状態信号、撮像信号及び制御信
号を状態信号復調部３９に供給する。
【００３４】
　前記送受信・制御回路９を構成する状態信号復調部３９は、受信した所定の状態信号の
復調を行い、状態管理部３７に対し、復調後の状態信号を供給する。また、前記状態信号
復調部３９は、前記合成信号に撮像信号及び制御信号が含まれる場合には、所定の撮像信
号の復調及び所定の制御信号の復調を行い、復調後の撮像信号及び復調後の制御信号を状
態管理部３７に供給する。
【００３５】
　前記電源発生部４０は、供給された電力信号を直流電力に変換し、操作部２の各部に電
力を供給する。詳細な構成については後述する。
【００３６】
　前記送受信・制御回路９を構成する制御信号周波数変調部４２は、状態管理部３７から
供給された所定の制御信号の変調を行い、変調後の制御信号を送受信コイル１２に供給し
て、挿入部３の送受信コイル１３に送信する。
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【００３７】
　次に、前記挿入部３の内部構成について説明する。　
　前記挿入部３内に設けられた周波数変調・電源発生部１５は、電源電流周波数変調部２
３と、電源発生部２４と、を有している。
【００３８】
　前記電源電流周波数変調部２３は、前記送受信コイル１６ａにより受信した電力信号を
前記電源発生部２４に供給するとともに、前記電力信号を前記操作部２に送信するために
所定の電力信号の変調を行い、変調後の電力信号を周波数合成部２５に供給する。
【００３９】
　前記電源発生部２４は、電源電流周波数変調部２３を介して供給された電力信号を直流
電力に変換し、挿入部３の各部に電力を供給する。
【００４０】
　前記状態信号周波数変調部２６は、後述する状態信号合成部２９から供給された所定の
制御信号の変調を行い、変調後の制御信号を前記周波数合成部２５に供給する。　
　前記送受信／制御回路１４Ａを構成する前記周波数合成部２５は、前記電源電流周波数
変調部２３からの変調後の電力信号と前記状態信号周波数変調部２６からの変調後の制御
信号とを合成処理して合成信号を得、この合成信号を前記送受信コイル１３に供給して、
前記操作部２の送受信コイル１２に送信する。
【００４１】
　前記撮像信号周波数変調部２７は、後述する撮像ユニット３１から供給された所定の撮
像信号の変調を行い、変調後の撮像信号を前記送受信コイル１７ａに供給して、チューブ
ユニット４の送受信コイル１７ｂに送信する。
【００４２】
　前記送受信／制御回路１４Ａを構成する制御信号復調部２８は、前記送受信コイル１３
から供給された所定の制御信号の復調を行い、識別情報メモリ３０、撮像ユニット３１及
び照明ユニット３２に対し、復調後の制御信号を供給する。
【００４３】
　前記識別情報メモリ３０は、例えば、不揮発性であって且つ書き換えが可能な記録手段
として構成され、内視鏡１の機種情報、個体別情報等が記録されている。また、識別情報
メモリ３０は、識別情報メモリ３０に格納された情報と、制御信号復調部２８から供給さ
れた制御信号の状態とに基づき、状態信号合成部２９に所定の信号を供給する。
【００４４】
　前記状態信号合成部２９は、前記識別情報メモリ３０から送信された前記所定の信号と
、センシングユニット３３から送信された状態信号と、モーション制御ユニット３４から
送信された状態信号と、撮像ユニット３１から送信された状態信号との合成を行い、合成
後の状態信号を状態信号周波数変調部２６に供給する。そして、この状態信号は、前記し
たように前記状態信号周波数変調部２６により変調された後、前記周波数合成部２５によ
って変調された電力信号と合成されて、前記操作部２へと送信されるようになっている。
【００４５】
　次に、前記挿入部３の撮像ユニット３１、照明ユニット３２、センシングユニット３３
及びモーション制御ユニット３２の具体的な構成を説明する。
【００４６】
　図５に示すように、前記撮像ユニット３１は、撮像素子（ＣＣＤ）２０と、ＣＣＤ駆動
部５０と、増幅率制御部５１と、ＡＤＣ５２とを有している。　
　前記ＣＣＤ駆動部５０は、制御信号復調部２８から供給された所定の制御信号、すなわ
ち、撮像制御信号を受信した後、撮像素子２０と、増幅率制御部５１と、ＡＤＣ５２とに
撮像制御信号を供給する。
【００４７】
　そして、ＣＣＤ駆動部５０は、前記撮像制御信号の状態に基づき、前記撮像制御信号を
送信した各部の駆動を行う。また、前記増幅率制御部５１は、ＣＣＤ駆動部５０から送信
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された所定の制御信号、すなわち、増幅率調整信号を撮像素子２０に供給する。この撮像
素子２０は、前記撮像制御信号と、前記増幅率調整信号との状態に基づき、被検体内部の
撮影を行う。撮影された被検体内部の像は、ＡＤＣ５２に供給される。
【００４８】
　前記被検体内部の像を受信したＡＤＣ５２は、前記被検体内部の像をデジタル信号に変
換し、この信号、すなわち、撮像信号を前記撮像信号周波数変調部２７に供給する。また
、前記増幅率制御部５１は、増幅率調整信号をデジタル信号に変換し、状態信号合成部２
９に供給する。
【００４９】
　図６に示すように、前記照明ユニット３２は、照明素子（ＬＥＤ）２１と、ＬＥＤ駆動
部５３とを有している。
【００５０】
　前記ＬＥＤ駆動部５３は、制御信号復調部２８から供給された所定の制御信号、すなわ
ち、照明制御信号（明るさを制御する制御信号）と、前記状態信号合成部２９から供給さ
れる状態信号、すなわち、各種ユニットの状態信号とを前記照明素子２１に供給して前記
照明素子２１を駆動させる。
【００５１】
　図７に示すように、前記センシングユニット３３は、接触センサ５４ａと、ＡＤＣ（Ａ
／Ｄコンバータ）５５ａと、透明度センサ５４ｂと、ＡＤＣ５５ｂとを有している。　
　前記接触センサ５４ａは、前記挿入部３の先端部が被検体と接触した際の接触圧を取得
し、取得した接触圧の値をＡＤＣ５５ａに供給する。前記ＡＤＣ５５ａは、前記接触圧の
値をデジタル信号に変換し、変換後の信号である接触圧信号を状態信号合成部２９に対し
て供給する。
【００５２】
　また、前記透明度センサ５４ｂは、照射光が被検体内において反射されたものである反
射光を受光する。そして、前記透明度センサ５４ｂは、受光した反射光の強度から、透明
度の値を求め、前記ＡＤＣ５５ｂにこの透明度の値を供給する。
【００５３】
　前記ＡＤＣ５５ｂは、前記透明度の値をデジタル信号に変換し、変換後の信号である透
明度信号を状態信号合成部２９に対して供給する。
【００５４】
　図８に示すように、前記モーション制御ユニット３４は、エンコーダ５６ａと湾曲アク
チュエータ５６ｂからなるアクチュエータ５６と、アクチュエータ駆動部５７とを有して
いる。
【００５５】
　アクチュエータ駆動部５７は、制御信号周波数復調部２８から供給された所定の制御信
号、すなわち、目標位置信号の状態に基づき、制御目標の位置まで湾曲アクチュエータ５
６ｂを駆動させる。
【００５６】
　前記エンコーダ５６ａは、前記湾曲アクチュエータ５６ｂの駆動状態をデジタル信号に
変換し、この信号、すなわち、湾曲アクチュエータ５６ｂの現在位置信号を、アクチュエ
ータ駆動部５７を介し、状態信号合成部２９に対して供給する。
【００５７】
　次に、前記操作部２及び前記挿入部３にそれぞれ設けられた前記電源発生部２４，４０
の具体的な構成を説明する。
【００５８】
　図９に示すように、前記電源発生部２４は、第１～第３処理回路６０、６１、６２を有
している。前記第１～第３処理回路６０、６１、６２には、伝送された電力信号が供給さ
れる。
【００５９】
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　前記第１処理回路６０は、ノイズフィルタ６０ａと、ＤＣ－ＤＣコンバータ６０ｂとを
有している。前記ノイズフィルタ６０ａは、電力信号の所定の領域のノイズ成分を除去し
、前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６０ｂに供給する。　
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６０ｂは、供給された電力信号に直流電力に変換し、変換し
て直流電力を図示しない無線回路用電源供給線に出力する。
【００６０】
　前記第２処理回路６１は、同様にノイズフィルタ６１ａと、ＤＣ－ＤＣコンバータ６１
ｂとを有している。前記ノイズフィルタ６１ａは、電力信号の所定の領域のノイズ成分を
除去し、前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６１ｂに供給する。　
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６１ｂは、供給された電力信号に直流電力に変換し、変換し
て直流電力を図示しない制御回路用電源供給線に出力する。
【００６１】
　前記第３処理回路６２は、ノイズフィルタ６２ａと、ＤＣ－ＤＣコンバータ６２ｂとを
有している。前記ノイズフィルタ６２ａは、電力信号の所定の領域のノイズ成分を除去し
、前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６２ｂに供給する。　
　前記ＤＣ－ＤＣコンバータ６２ｂは、供給された電力信号に直流電力に変換し、変換し
て直流電力を図示しない駆動回路用電源供給線に出力する。
【００６２】
　なお、前記操作部２に設けられた前記電源発生部４０についても、前記同様の構成を有
している。　
　このように、動作周波数が異なる各回路系に対しノイズフィルタを設けたことで、混信
を防止し各回路系の電源を安定化することができる。
【００６３】
　以上、説明したように本実施例の内視鏡１は、前記挿入部３と前記操作部２とが着脱自
在であり、また、前記操作部２に、患者に対して最適な仕様の挿入部３を接続した場合で
も、前記操作部２側でその仕様に基づく撮像素子等の駆動制御を行うことができる。また
、前記内視鏡１は、前記挿入部３によって前記チューブユニット４を介して供給された駆
動に必要な電力を無接点にて前記操作部２側に供給できる。
【００６４】
　これにより、従来例の内視鏡のように、所望の仕様の挿入部を有する内視鏡を全て揃え
ておく必要もなく、挿入部３のみの仕様を変えて製造するだけで、操作部２については共
通して使用することができるので、その結果、検査コストを低減することが可能となる。
【００６５】
　また、前記操作部２は、洗滌の頻度を少なくすることができるので、耐久性を向上させ
ることが可能となり、前記同様、検査コストの低減化に寄与する。
【００６６】
　さらに、前記操作部２と前記挿入部３との間において、無接点にて信号を送受信するよ
うに構成されているので、外装の凹凸等を減らすことができ、より洗滌性を向上させるこ
とができる。また、腐食等により接点が劣化することがなく、電気的特性を安定にするこ
とができる。
【００６７】
　なお、本実施例に係る第１変形例として、図１０に示すように、前記内視鏡１Ａの前記
操作部２に、導光手段であるライトガイド６３を設けた挿入部３を接続することもできる
。
【００６８】
　前記挿入部３は、前記照明素子２１に変えて照明光学系２１Ａを有している。また、前
記挿入部３は、前記信号線１４ｂに変えてライトガイド６３を内部に挿通している。この
ライトガイド６３の先端部には、前記照明光学系２１Ａが接続されている。前記ライトガ
イド６３の基端側と、前記チューブユニット４及び前記スコープコネクタ５に連通してい
ライトガイド６３ａとは、前記チューブユニット４が前記挿入部３に接続されることによ
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り連通する構造となっており、この構造により、図示しない光源装置からの照明光は、前
記スコープコネクタ５、チューブユニット４及び挿入部３内を連通するライトガイド６３
ａ、ライトガイド６３を介して前記照明光学系２１Ａに供給されてこの観察照明光学系２
１Ａによって観察対象物に対して照射されるようになっている。
【実施例２】
【００６９】
　図１１乃至図１５は本発明の第２実施例に係り、図１１は第２実施例に係る内視鏡の構
成を示す構成図、図１２（Ａ）は図１１に示す操作部の断面図、図１２（Ｂ）は図１２（
Ａ）の操作部の接続側の側面図、図１３（Ａ）は図１１に示す挿入部の断面図、図１３（
Ｂ）は図１３（Ａ）の接続側の側面図、図１４は図１１の内視鏡全体の電気的な構成を示
すブロック図、図１５は第２実施例に係る内視鏡の第１変形例を説明するための構成図で
ある。なお、図１１乃至図１５は、前記第１実施例の内視鏡１と同様の構成要素について
は同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００７０】
　本実施例の内視鏡１Ｂは、前記第１実施例の内視鏡１における電力の供給方法が異なっ
ている。　
　図１１に示すように、本実施例内視鏡１Ｂは、操作部２と、挿入部３と、チューブユニ
ット４とを有している。前記操作部２は、前記第１実施例と略同様に構成されているが、
本体部２Ｂのコネクタ部２Ａ近傍にバッテリユニット６４が着脱自在なコネクタ部２Ｄを
有している。
【００７１】
　また、前記挿入部３は、前記第１実施例と略同様に構成されているが、前記周波数変調
／電源発生部１５を備えてない構成となっている。この挿入部３は、吸引管路３ｃ、副送
水管路３ｄ、送気・送水管路３ｅ、鉗子管路３ｆが設けられ、これら各種管路３ｃ～３ｅ
の管路の本数に対応した各種管路５ｅを有するチューブユニット４を着脱自在に接続する
ことができるようになっている。
【００７２】
　前記バッテリユニット６４は、無接点にて電力信号を前記操作部２に送信することがで
きる構造を有している。前記バッテリユニット６４は、図１及び図２（Ａ）に示すように
、駆動用電源であるバッテリ６５と、周波数変調部６６と、送受信コイル６７ａとを、有
している。
【００７３】
　前記バッテリ６５は、電力信号を周波数変調部６６に供給する。前記周波数変調部６６
は、この供給された電力信号を前記操作部２に送信するために所定の電力信号の変調を行
い、変調後の電力信号を前記送受信コイル６７ａに供給する。
【００７４】
　前記送受信コイル６７ａは、磁気誘導により、電力信号を前記操作部２に設けられた送
受信コイル６７ｂに無接点に送信する。この送受信コイル６７ｂは、前記電力信号を、磁
気誘導により、無接点にして受信するようになっている。
【００７５】
　前記送受信コイル６７ｂは、受信した電力信号を前記周波数変調部／電源発生部１０に
供給する。
【００７６】
　前記制御回路８は、操作部２に挿入部３が接続された際に、前記送受信・制御回路９（
９Ａ、９Ｂ）を介し、前記周波数変調部／電源発生部１０からの電力信号と制御信号との
合成信号を前記受信コイル１２に供給して、挿入部３に設けられた送受信コイル１３に対
して送信する。　
　また、前記制御回路８は、操作部２に挿入部３が接続された際に、前記挿入部３に設け
られた送受信コイル１３から送信される、状態信号及び撮像信号を、送受信コイル１２、
送受信・制御回路９（９Ａ、９Ｂ）を介して受信する。
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【００７７】
　前記送受信コイル１２は、図１２（Ｂ）に示すように、前記第１実施例のように電力信
号を送信する必要がないので２つの送受信コイル１２ａ、１２ｃを有し、操作部２に挿入
部３が接続された際に、磁気誘導により、同様の構成を有する送受信コイル１３（１３ａ
、１３ｃ）（図１３（Ｂ）参照）と、無接点にて各種信号の送受信ができるようになって
いる。　
　また、前記挿入部３の前記チューブユニット４との接続近傍には、鉗子栓６８が設けら
れている。この鉗子栓６８を開くことにより開口する鉗子口６８ａは、前記鉗子管路３ｆ
と連通している。これにより、前記鉗子口６８ａを介して鉗子等の処置具を挿通すること
により、処置を行うことができるようになっている。
【００７８】
　次に、本実施例の内視鏡１の操作部２、挿入部３及びバッテリユニット６４の内部構造
について、図１４を参照しながら説明する。なお、前記第１実施例と同様な構成要素につ
いては説明を省略し、異なる部分のみを説明する。
【００７９】
　前記バッテリユニット６４は、前記操作部２に接続した際に、前記周波数変調部６６に
よって変調された電力信号を前記送受信コイル６７ａを介して無接点で前記操作部２の前
記送受信コイル６７ｂに送信する。
【００８０】
　前記送受信コイルコイル６７ｂは、受信した電力信号を前記周波数変調部／電源発生部
１０に供給する。
【００８１】
　前記周波数変調部／電源発生部１０を構成する電源電流周波数変調部４２ｂは、前記送
受信コイル６７ｂにより受信した電力信号を電源発生部４０に供給するとともに、前記電
力信号を前記挿入部３に送信するために所定の電力信号の変調を行い、変調後の電力信号
を周波数合成部６９に供給する。
【００８２】
　前記電源発生部４０は、前記第１実施例と同様に電源電流周波数変調部４２ｂを介して
供給された電力信号を直流電力に変換し、挿入部３の各部に電力を供給する。
【００８３】
　前記操作部２の内部に設けられた制御回路８は、さらに画像メモリ６８が付加されてい
る。前記画像メモリ６８は、撮像素子２０Ａを有する撮像ユニット３１が撮影した被検体
内部の撮像信号を記録することができる。
【００８４】
　状態管理部５２は、操作部２及び挿入部３の各部の制御等を行う。前記状態管理部５２
は、トラックボール変移検出部３５及びスイッチ状態変化検出部３６から供給された所定
の信号の状態に基づき、無線データ通信部４３および制御信号周波数変調部４２ａに対し
、所定の制御等を行うための信号を供給する。
【００８５】
　また、前記状態管理部５２は、撮像素子２０Ａを有する撮像ユニット３１が撮影した被
検体内部の撮像信号を、撮像信号周波数復調部３９ｂと、前記画像メモリ５３とを介して
受信する。
【００８６】
　さらに、前記状態管理部５２は、挿入部３に設けられた、センシングユニット３３及び
モーション制御ユニット３４の状態を、状態信号として受信する。そして、前記状態管理
部５２は、この信号の状態と、状態保持メモリ４１に格納された情報の内容とに基づき、
無線データ通信部４３及び制御信号周波数変調部４２ａに対し、所定の制御等を行うため
の信号を供給する。また、無線データ通信部４３は、状態管理部５２から受信した所定の
制御信号及び前記画像メモリからの撮像信号を、アンテナ１１に対して送信する。
【００８７】
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　前記送受信・制御回路９を構成する状態信号周波数復調部３９ａは、受信した所定の状
態信号の復調を行い、状態管理部５２に対し、復調後の状態信号を供給する。　
　また、送受信・制御回路９を構成する撮像信号周波数復調部３９ｄは、受信した所定の
撮像信号の復調を行い、前記画像メモリ６８に対し、復調後の撮像信号を供給する。
【００８８】
　前記送受信・制御回路９を構成する制御信号周波数変調部４２ａは、状態管理部５２か
ら送信された所定の制御信号の変調を行い、前記周波数合成部６９に対し、変調後の制御
信号を供給する。　
　また、前記周波数合成部６９は、前記バッテリーユニット６５から操作部２に送信され
た電力信号と、前記変調後の制御信号の合成を行い、この合成信号を前記送受信コイル１
２を介して挿入部３に対して送信する。
【００８９】
　前記挿入部３において、送受信・制御回路１４Ａを構成する状態信号周波数変調部２６
は、前記状態信号合成部２９から送信された所定の制御信号の変調を行い、状態信号周波
数復調部３９ａに対し、変調後の制御信号を送信する。　
　また、送受信・制御回路１４Ａを構成する撮像信号周波数変調部２７は、前記撮像ユニ
ット３１から送信された所定の撮像信号の変調を行い、前記撮像信号周波数復調部３９ｂ
に対し、変調後の撮像信号を送信する。
【００９０】
　送受信・制御回路１４Ａを構成する制御信号復調部２８は、周波数分離部３８ａから供
給された所定の制御信号の復調を行い、識別情報メモリ３０及び撮像ユニット３１に対し
、復調後の制御信号を供給する。また、前記周波数分離部３８ａは、周波数合成部６９か
ら送信された信号を、電力信号と所定の制御信号とに分離し、制御信号復調部２８に対し
て前記所定の制御信号を、また、電源発生部２３に対して前記電力信号をそれぞれ供給す
る。送信する。　
　その他の構成については、前記第１実施例と同様である。
【００９１】
　以上、説明したように本実施例によれば、前記第１実施例と同様の効果が得られる他に
、前記操作部２にバッテリユニット６４を着脱自在に構成したことにより、前記操作部２
側から前記挿入部３に対して電力供給を行うことができるので、前記挿入部３及び前記チ
ューブユニット４の部品点数を少なくするとができる。よって、検査コスト低減に寄与す
る。
【００９２】
　なお、本実施例に係る第１変形例として、図１５に示すように、内視鏡１Ｃの操作部２
に、外科用軟性鏡３Ａ１を接続することもできる。前記外科用軟性鏡３Ａ１は、挿入部３
よりも外径が小さく構成されており、挿入部３の各種管路３ｂよりも管路の本数が少ない
各種管路３ｃを有する。なお、前述した以外の部分については、外科用軟性鏡３Ａ１と、
挿入部３とは同様の構成等を有する。すなわち、前記外科用軟性鏡３Ａ１は、無接点にて
電力信号、制御信号等を送受信することができる構造を有し、且つ、操作部２のコネクタ
部２Ａに接続ができるような寸法形状を有している。
【００９３】
　また、前記外科用軟性鏡３Ａ１は、前記管路３ｃの管路の本数に対応した各種管路５ｅ
を有するチューブユニット４Ａを着脱自在に接続することができる。そして、前記チュー
ブユニット４Ａの先端部には、スコープコネクタ５が設けられ、図示しない内視鏡システ
ム制御装置と着脱自在な構成となっている。
【実施例３】
【００９４】
　図１６乃至図２０は本発明の第３実施例に係り、図１６は第２実施例に係る内視鏡の構
成を示す構成図、図１７は内視鏡のカメラヘッドアダプタの構成を説明するための構成図
、図１８（Ａ）は図１６に示す操作部の断面図、図１８（Ｂ）は図１６（Ａ）の操作部の
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接続側の側面図、図１９（Ａ）は図１６に示すカメラヘッドアダプタの断面図、図１９（
Ｂ）は図１９（Ａ）の接続側の側面図、図２０は図１７の内視鏡全体の電気的な構成を示
すブロック図である。なお、図１６乃至図２０は、前記第２実施例の内視鏡１Ｂ、１Ｃと
同様の構成要素については同一の符号を付して説明を省略し、異なる部分のみを説明する
。
【００９５】
　図１６に示すように、本実施例の内視鏡１Ｄは、操作部２と、カメラヘッドアダプタ７
０と、硬性鏡８０とからなる。　
　前記操作部２は、前記第２実施例と同様の構成であり、同様の構成要素を有する。　
　図１９に示すように、前記カメラヘッドアダプタ７０は、周溝７０ａが設けられている
。前記操作部２のボールプランジャー２ａと、前記周溝７０ａとは、互いが互いに対して
勘合できる構造となっており、この構造により、前記操作部２と前記カメラヘッドアダプ
タ９０とは着脱自在かつ回動自在な構成となっている。
【００９６】
　また、図１６及び図１７に示すように、前記カメラヘッドアダプタ７０は、固定部材２
ａが内周面に設けられた２つのコネクタ部７３Ａ、７３Ｂを有している。前記硬性鏡８０
は、基端部が二股に分かれた管路状に構成され、前記コネクタ部７３Ａ、７４Ｂの各固定
部材２ａ、２ａと、前記硬性鏡３Ｂの基端部とは、互いが互いに対して勘合できる構造と
なっている。そして、前記構造により、図１７に示すように前記カメラヘッドアダプタ７
０と、前記硬性鏡８０とは着脱自在な構成となっている。
【００９７】
　図１９に示すように、前記カメラヘッドアダプタ７０は、送受信コイル１３（１３ａ、
１３ｃ）と、送受信・制御回路１４（１４Ａ、１４Ｂ）と、撮像素子２０と、照明素子２
１Ａと、レンズ７１と、２つのカバーガラス７２、７２とを内部に有している。
【００９８】
　前記レンズ７１は、前記撮像素子２０上において被検体内部の像が結ばれるような位置
に設けられている。　
　また、前記カバーガラス７２は、前記レンズ７１を保護するもので前記コネクタ部７３
Ａの当接面であり、且つ、硬性鏡８０の基端部に接続される位置の近傍に設けられている
。もう一方のカバーガラス７２は、前記照明素子２１Ａを保護するもので前記コネクタ部
７３Ｂの当接面であり、且つ、硬性鏡８０の基端部に接続される位置の近傍に設けられて
いる。
【００９９】
　前記送受信コイル１３（１３ａ、１３ｃ）は、前記第２実施例と同様に、断面形状が円
形に構成されているため、操作部２に前記カメラヘッドアダプタ７０が接続された際に、
磁気誘導により、同様の構成を有する送受信コイル１２（１２ａ、１２ｃ）と、無接点に
て各種信号の送受信ができる。
【０１００】
　なお、前記操作部２及び前記カメラヘッドアダプタ７０に設けられた各部の駆動に必要
な電力は、前記第２実施例と同様に前記バッテリユニット６４において信号化された電力
信号として、前記操作部２及び前記カメラヘッドアダプタ７０に供給される。　
　すなわち、前記バッテリユニット６４から送信された電力信号は、図１８（Ａ）示すよ
うに送受信コイル６７ａから、送受信コイル６７ｂに対して無接点にて送信された後、前
記第２実施例と同様に周波数変調部／電源発生部１０を介し、送受信コイル１２に供給さ
れる。この送受信コイル１２は、磁気誘導により、電力信号を無接点にてカメラヘッドア
ダプタ７０の送受信コイル１３に送信する。また、この送受信コイル１３は、前記電力信
号を、磁気誘導により、無接点にて受信する。
【０１０１】
　図２０に示すように、本実施例の内視鏡１Ｄの内部構成は、前記第２実施例にて説明し
た構成と略同様であり、前記挿入部３に替えて前記カメラヘッドアダプタ７０が設けられ
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ている。この場合、前記カメラヘッドアダプタ７０は、前記硬性鏡８０を取付けることに
なるので、図１４に示すセンシングユニット３３、モーション制御ユニット３４を備えて
いない。　
　本実施例の内視鏡１Ｄは、前記第２実施例の内視鏡１Ｂと略同様に作用する。
【０１０２】
　したがって、本実施例によれば、前記第２実施例と同様の効果が得られる他に、特に手
術室で用いられる硬性鏡８０についても前記操作部２に接続することができるとともに、
バッテリユニット６４により電力を供給することができるので、従来の硬性鏡に接続され
ていた複数の接続ケーブルを無くすことができる。これにより、内視鏡の操作性を向上さ
せることができるとともに、検査コストを低減することも可能となる。
【０１０３】
　また、前記内視鏡１Ｄは、接続ケーブルがいらず無線形式で使用することができるので
、複数の内視鏡１Ｄを設けた場合には、院内、あるいは手術室においてＬＡＮ等のネット
ワーク接続することも可能であり、より手術を効果的に行うことも可能となる。
【０１０４】
　本発明は、前記第１乃至第３実施例及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要
旨を変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【０１０５】
　［付記］
　（１）　操作部と、挿入部とを有する内視鏡において、
　前記操作部と前記挿入部との着脱が可能であり、前記操作部と前記挿入部との間で無接
点にて信号を送受信する送受信手段と、
　前記挿入部に設けられ、先端部に設けられた撮像素子に適合した駆動制御手段と、
　前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手段からの信号に
基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【０１０６】
　（２）　付記（１）に記載の内視鏡において、前記挿入部の基端部は、前記挿入部内の
複数の管路及び前記駆動制御手段と接続可能な接続部を有し、この接続部にチューブユニ
ットを着脱自在に設けたことを特徴とするもの。
【０１０７】
　（３）　付記（２）に記載の内視鏡において、前記チューブユニットは電力源からの電
力信号を前記挿入部の前記駆動制御手段に供給し、前記駆動制御手段は供給された前記電
力信号を前記送受信手段によって前記操作部の前記制御手段に送信して供給することを特
徴とするもの。
【０１０８】
　（４）　付記（１）に記載の内視鏡において、前記挿入部先端部は前記撮像素子による
観察範囲を照明するための照明素子を有し、前記駆動制御手段は前記撮像素子とともに前
記照明素子を駆動制御するもの。
【０１０９】
　（５）　付記（４）に記載の内視鏡において、前記照明素子はＬＥＤであるもの。
【０１１０】
　（６）　付記（２）に記載の内視鏡において、前記チューブユニット及び前記挿入部の
内部にはライトガイドが挿通されたもの。
【０１１１】
　（７）　付記（６）に記載の内視鏡において、前記挿入部の先端部には、前記ライトガ
イドに接続される照明光学系が設けられているもの。
【０１１２】
　（８）　付記（１）又は付記（２）に記載の内視鏡において、
　前記操作部は、この操作部との着脱が可能な電力源のバッテリユニットを有し、このバ
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ッテリユニットは、前記操作部と前記バッテリユニットの間で無接点にて電力信号を送信
する送信手段によって前記電力信号を前記操作部の制御手段に供給し、前記制御手段は供
給された電力信号を前記送受信手段によって前記挿入部の前記駆動制御手段に送信して供
給することを特徴とするもの。
【０１１３】
　（９）　付記（８）に記載の内視鏡において、前記挿入部内部には複数の管路が設けら
れ、これら管路のひとつと連通する鉗子口が前記挿入部基端部あるいは前記チューブユニ
ットの基端部に設けられたもの。
【０１１４】
　（１０）　付記（８）に記載の内視鏡において、前記挿入部は外科用軟性鏡であること
を特徴とするもの。
【０１１５】
　（１１）　付記（１０）に記載の内視鏡において、前記外科用軟性鏡先端部は前記撮像
素子による観察範囲を照明するための照明素子を有し、前記駆動制御手段は前記撮像素子
とともに前記照明素子を駆動制御するもの。
【０１１６】
　（１２）　付記（１１）に記載の内視鏡において、前記照明素子はＬＥＤであるもの。
【０１１７】
　（１３）　操作部と、挿入部と、前記挿入部を前記操作部に接続するための接続アダプ
タを有する内視鏡において、
　前記操作部と前記接続アダプタとの着脱が可能であり、前記操作部と前記接続アダプタ
との間で無接点にて信号を送受信する送受信手段と、
　前記接続アダプタに設けられ、内部に設けられた撮像素子に適合した駆動制御手段と、
　前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手段からの信号に
基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【０１１８】
　（１４）　付記（１３）に記載の内視鏡において、前記操作部は、この操作部との着脱
が可能な電力源のバッテリユニットを有し、このバッテリユニットは、前記操作部と前記
バッテリユニットの間で無接点にて電力信号を送信する送信手段によって前記電力信号を
前記操作部の制御手段に供給し、前記制御手段は供給された電力信号を前記送受信手段に
よって前記接続アダプタの前記駆動制御手段に送信して供給することを特徴とするもの。
【０１１９】
　（１５）　付記（１４）に記載の内視鏡において、前記挿入部は硬性鏡であるもの。
【０１２０】
　（１６）　付記（１）乃至付記（１５）のいずれか１つに記載の内視鏡において、前記
挿入部の先端部に、前記駆動制御手段によって前記先端部の湾曲が制御される湾曲部を設
けているもの。
【０１２１】
　（１７）　付記（１）乃至付記（１６）のいずれか１つに記載の内視鏡において、前記
操作部は、前記挿入部の前記撮像素子により撮像した撮像信号を無線にて送信する無線送
信手段を有しているもの。
【０１２２】
　（１８）　操作部と、挿入部とを有する内視鏡において、
　前記操作部と前記挿入部との着脱が可能であり、前記操作部と前記挿入部との間で無接
点にて信号を送受信する送受信手段と、
　前記挿入部に設けられ、先端部に設けられた撮像素子に適合した駆動制御手段と、
　前記操作部に設けられ、前記送受信手段により受信した前記駆動制御手段からの信号に
基づき前記駆動制御手段を制御する制御手段と、
　供給される電力信号のノイズ成分を除去するノイズフィルタと、ノイズ除去された電力
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信号を直流電力に変換する変換手段とからなる処理手段が、内部の各回路系毎に設けられ
た電源発生手段と、
　を具備したことを特徴とする内視鏡。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】図１乃至図１０は本発明の第１実施例に係り、図１は第１実施例に係る内視鏡の
構成を示す構成図。
【図２】図２（Ａ）は図１に示す操作部の断面図、図２（Ｂ）は図２（Ａ）の操作部の接
続側の側面図、
【図３】図３（Ａ）は図１に示す挿入部の断面図、図３（Ｂ）は図３（Ａ）の接続側の側
面図、
【図４】図１の内視鏡全体の電気的な構成を示すブロック図、
【図５】図４の挿入部に設けられた撮像ユニットの内部構成を示すブロック図。
【図６】図４の挿入部に設けられた照明ユニットの内部構成を示すブロック図。
【図７】図４の挿入部に設けられたセンシングユニットの内部構成を示すブロック図。
【図８】図４の挿入部に設けられたモーション制御ユニットの内部構成を示すブロック図
。
【図９】図４の挿入部に設けられた電源発生部の内部構成を示すブロック図。
【図１０】第１実施例に係る内視鏡の第１変形例を説明するための構成図。
【図１１】図１１乃至図１５は本発明の第２実施例に係り、図１１は第２実施例に係る内
視鏡の構成を示す構成図。
【図１２】図１２（Ａ）は図１１に示す操作部の断面図、図１２（Ｂ）は図１２（Ａ）の
操作部の接続側の側面図。
【図１３】図１３（Ａ）は図１１に示す挿入部の断面図、図１３（Ｂ）は図１３（Ａ）の
接続側の側面図。
【図１４】図１１の内視鏡全体の電気的な構成を示すブロック図。
【図１５】第２実施例に係る内視鏡の第１変形例を説明するための構成図である。
【図１６】図１６乃至図２０は本発明の第３実施例に係り、図１６は第２実施例に係る内
視鏡の構成を示す構成図。
【図１７】内視鏡のカメラヘッドアダプタの構成を説明するための構成図。
【図１８】図１８（Ａ）は図１６に示す操作部の断面図、図１８（Ｂ）は図１６（Ａ）の
操作部の接続側の側面図。
【図１９】図１９（Ａ）は図１６に示すカメラヘッドアダプタの断面図、図１９（Ｂ）は
図１９（Ａ）の接続側の側面図。
【図２０】図１７の内視鏡全体の電気的な構成を示すブロック図。
【符号の説明】
【０１２４】
　　１…内視鏡、
　　２…操作部、
　　２Ａ…コネクタ部、
　　２Ｂ…本体部、
　　２Ｄ…コネクタ部、
　　２ａ…固定部材(ボールプランジャー)、
　　３…挿入部、
　　３Ａ…外科用軟性鏡、
　　３Ｃ…接続部、
　　４…チューブユニット、
　　５…スコープコネクタ、
　　５ａ…電源用端子、
　　５ｃ…電源線、
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　　５ｅ…各種管路、
　　６…トラックボール、
　　６ａ、６ｂ…センサ、
　　７…スコープスイッチ類、
　　８…制御回路、
　　９…送受信・制御回路、
　１０…周波数変調部・電源発生部、
　１２、１３…送受信コイル、
　１６ａ、１６ｂ…送受信コイル、
　１７ａ、１７ｂ…送受信コイル、
　１８Ａ…アングル用部材、
　２０…撮像素子、
　２１…照明素子。　
　代理人　　弁理士　　伊藤　進

【図１】 【図２】
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